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ものづくりイベントの変遷 

モノづくり部門 小松 護 

 

１．本報告の目的 

現在まで技術部で行ってきたものづくりイベントの変遷について報告する。 

 

２．ものづくりイベントとは？ 

   ものづくりイベントは『地域貢献』の一つとして技術部全体で取り組んでいる活動である。 

科学（とくに理科）への興味を持つようなテーマを企図・実施し、技術職員の日頃からの研鑽を

開示する場でもある。 

 

３． イベントの分類 

現在、技術部で行っているイベントの実施形態からは以下の２種類に分類できる。 

a)応募依頼型：技術部以外の団体・組織よりイベントへの応募あるいは依頼の申し入れがある 

      （団体・組織：文部科学省、日立市〈商工振興課、交流センターなど〉） 

b)募集開催型：広報活動にて参加者を募り技術部主体によるイベントを開催する 

表１は参加・出展しているものづくりイベントを示す。 

 

表１ 年間ものづくりイベント 

 

    

図１ 募集開催型の理科工作教室(電子ピアノ)  図２ 応募依頼型の科学の祭典(電磁ゴマ) 

 

イベント名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 種別

こうがく祭 ◎ 応募依頼

成沢交流センター工作教室 ◎ 応募依頼

ものづくり体験・理科工作教室 ◎ 募集開催

成沢小学校工学部探訪 ◎ 応募依頼

日立市産業祭・コマ対戦 ◎ 応募依頼

科学の祭典日立大会 ◎ 応募依頼

試作品開発実験 ○ ○ ○ ○

文部科学省ものづくりイベント ◎ 応募依頼
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４． テーマの種類 

製作過程・参加形態などから分類すると、種別としては工作・体験とに分かれる。特殊なもの

としてコマ対戦のように自身で設計製作参加するタイプもある。 

表２は過去のイベントでおこなったテーマを示す。 

a) 工作型：テーマの題材を作りながら、創造・表現・理解などを養う 

b) 体験型：見る・聞く・触るなど身体全体でテーマの対象に働きかけ、かかわっていくこと 

c) 製作型：対象物を自身で設計製作し参加するもの 

 

表２ イベントテーマ  

 

  

図３ PPバンドサッカーボール        図 4 ワンダーミラー 

 

  

     図５ カップホバークラフト          図 6 線香花火 

 

 

 

種別 種別

1 草木染め 工作 13 線香花火を作ろう！ 工作

2 鏡の中の不思議な世界 工作 14 作って飛ばそう！インドアフライトオブジェクト 工作

3 ペットボトルモータを作ろう！ 工作 15 電磁ゴマを作ろう！ 工作

4 ペーパーウェイトを作ろう 工作 16 レジンでキーホルダー作り 工作

5 フィルムケースでモータを作ろう！ 工作 17 風船ホバーを作ろう 工作

6 PPバンドでサッカーボールを作ろう 工作 18 チャレンジ！ラジオ作り！ 工作

7 電子ピアノを作って鳴らそう！ 工作 19 自転車発電で電車を走らせよう！ 体験

8 光通信で遊ぼう！ 工作 20 －196℃の世界（液体窒素） 体験

9 ピンホールカメラで写してみよう 工作 21 空気砲で煙を飛ばしてみよう！ 体験

10 手作り燃料電池と色が変わる不思議な液体 工作 22 ホバークラフトに乗ってみよう！ 体験

11 フリフリライトで発電しよう！ 工作 番外 コマ対戦 製作参加

12 カップホバークラフトを作ろう 工作

テーマ名 テーマ名
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５． テーマの変遷 

5-1 テーマの変遷 

開催回の多い『ものづくり体験・理科工作教室』を例にとり、テーマの変遷として表３に示す。 

1～7 回までは３種類のテーマを用意しイベントをおこなってきたが、４年前からは体験テーマ

を取り入れ充実度を図りながら実施した。11回目では運営のコンパクト感を出すため初めて 

1テーマに絞り開催した。 

 

表３ テーマの変遷 

 

5-2 実施回数 

工作テーマの実施回数は、表４のように「鏡の中の不思議な世界」が７回でもっとも多い。 

鏡と PPバンドはこうがく祭や成沢交流センターなど他のイベントでも実施しており、完成度

の高いテーマといえる。 

 

表４ テーマの実施回数 

 

開催回 工作テーマ① 工作テーマ② 工作テーマ③

第1回 草木染め 鏡の中の不思議な世界 ペットボトルモータを作ろう！

第2回 ペーパーウェイトを作ろう 鏡の中の不思議な世界 フィルムケースでモータを作ろう！

第3回 PPバンドでサッカーボール 鏡の中の不思議な世界 フィルムケースでモータを作ろう！

第4回 PPバンドと鏡の不思議 フィルムケースでモータを作ろう！ ペーパーウェイトを作ろう

第5回 電子ピアノを作って鳴らそう！ 光通信で遊ぼう！ ペーパーウェイトを作ろう

第6回 電子ピアノを作って鳴らそう！ ピンホールカメラで写してみよう ペーパーウェイトを作ろう

第7回 電子ピアノを作って鳴らそう！ PPバンドと鏡の不思議 手作り燃料電池と不思議な液体

電子ピアノを作って鳴らそう！ PPバンドと鏡の不思議 手作り燃料電池と不思議な液体

フリフリライトで発電しよう！ PPバンドと鏡の不思議 カップホバークラフトを作ろう

カップホバークラフトを作ろう 線香花火を作ろう！ インドアフライトオブジェクト

第11回 電子ピアノを作って鳴らそう！

体験テーマ：－196℃の世界（液体窒素）

体験テーマ：①自転車発電で電車を走らせよう！　②ホバークラフトに乗ってみよう！

体験テーマ：－196℃の世界（液体窒素）

第8回

第9回

第10回
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5-3 テーマの選定 

選定基準として前年度テーマと照らし合わせなるべく連続実施年数（３年）を超えないように

選択している。（ラジオ工作や電磁ゴマのように継続しているものもある） 

表５はテーマのスライド選定例として示す。 

 

表５ テーマの選定 

 

5-4 参加人数 

『ものづくり体験・理科工作教室』の応募対象は、基本的に日立市内の小学生（４～６年）と

している。参加人数はテーマにもよるが職員数との兼ね合いもあり、３０名程度が妥当な人数だ

と思われる。過去の参加人数を見てみると、男女の比率は概ね約７：３の割合である。 

 

表６ 過去３年間の参加人数 

 

６． まとめ 

10 年以上連続でものづくりイベントを実施できたのも技術職員の共同作業に依るところが大

きい。このなかでも昨年、今年と２年連続成沢交流センターでおこなわれた工作教室は、外部か

ら技術部への単独開催依頼である。 

このような『出前工作教室』が徐々にでも増えていけば技術部としての発展および充実度、ま

た『地域貢献』向上にも繋がるため、ものづくりイベントを継続して行うことは意義深いと思わ

れる。 

 

 

テーマ例 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

PPボール ○ ○ ○

ミラー ○ ○ ○

インドアフライト ○ ○ ○

電子ピアノ ○ ○ ○

カップホバー ○ ○ ○

花火 ○ ○ ○

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

－ 3 － － 1 － 4

2 1 － － 1 － 4

1 － － － 2 － 3

8 2 3 1 － － 14

2 1 2 2 2 － 9

1 2 3 1 2 1 10

2016 6 1 13 7 6 3

小計 3 4 0 0 4 0 11 5 8 4 4 1 6 1 13 7 6 3

計

合計

7 0 4

小計

16 12 5 7 20 9

11 33 36

36

80

フリフリライト

カップホバークラフト

立体万華鏡とPPバンド

カップホバークラフト

線香花火

インドアフライト

電子ピアノ

2014 2015 2016
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